
機関リポジトリの
メタデータ概論

平成21年度学術ポータル担当者研修平成21年度学術ポ タル担当者研修

平成21年8月6日 ＜会場：名古屋大学＞

北海道大学附属図書館学術シ テム課 野中雄司北海道大学附属図書館学術システム課 野中雄司



今日のお話今日のお話
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• 何を考えてメタデータ（入力項目）設計すればよいか

1-2 OAI-PMH– 1 2 OAI PMH

• ２．メータデータ設計

– 2-1 内部メタデータ設計2 1 内部メタデ タ設計

– 2-2 外部へのデータ提供設計



１．基本概念１．基本概念

1-1. メタデータ設計の意味

何を考えてメタデータ（入力項目）設何を考えてメタデ タ（入力項目）設
計すればよいか



機関リポジトリとは？機関リポジトリとは？

大学がその構成員に提供する、大学大学がその構成員に提供する、大学
とその構成員が創造したデジタル資
料の管理や発信を行うために，大学
がそのコミュニティの構成員に提供すがそのコミュニティの構成員に提供す
る一連のサービス（クリフォード・リンチ
（2003））



要するに要するに

• 学内構成員に対するサービスである。

（ ）＝（イコール）

• 機関内産出の研究成果を世界中からアクセ
スされやすいようにするスされやすいようにする

– 可視性（ビジビリティ）のアップ



ビジビリティアップの基本ビジビリティアップの基本

• 自動的にページをインデクシングしてくれる• 自動的にペ ジをインデクシングしてくれる
Googleなどの検索エンジンから見えるように
（クロ リングされるように）すること（クローリングされるように）すること。

– 構築後の設定でも十分対応可能

• 文献のデータを所定の様式で用意すると そ• 文献のデータを所定の様式で用意すると，そ
のデータを持って行ってくれて，自サービスに
デ タ登録し サ ビス展開してくれるものがデータ登録し，サービス展開してくれるものが
ある。（JAIRO等）

→ 今日はこちらの話– 最初の設定が重要！
→ 今日はこちらの話



1-2 OAI-PMH



OAI-PMHとは？OAI-PMHとは？

• 複数リポジトリのデータを収集し，それに基づ
いたサービスを提供するために開発されたデーたサ を提供するため 開発されたデ
タ提供・収集用のプロトコル

Open Archives Initiative によって開発• Open Archives Initiative によって開発
– 仕様書（http://www.openarchives.org/OAI/openarchivesprotocol.html）

– 翻訳（http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/oai-pmh2.0/）

• HTTP通信を使用するため，アプリケーションに
依存しない依存しない



リポジトリから見たOAI-PMHリポジトリから見たOAI-PMH

• 主にリポジトリ用の外部へのデータ提供を実現
するためのものするためのもの

• リポジトリを設置するということ
＝（イコ ル）＝（イコール）

「OAI-PMHで外部にデータ提供することで

つのサ ビスに提供するとその提供先が別

外部 提供
ある。」といっても過言ではない。

• 一つのサービスに提供するとその提供先が別
のサービスにデータ提供し，広がっていくことも。



こんなイメージこんなイメージ

機関
リポジトリ

機関
リポジトリ

OAI-PMH

リ ジ リ

リポジトリ

機関
リポジトリリポジトリ



プロトコル概要

データを集め，それ
を使用したサービ

データを提供
（機関リポジトリ）

①要求
を使用したサ ビ
スを提供するもの

（JAIRO等）

（機関リポジトリ）

http://xx.xxxx.ac.jp/xxx?verb=xxx

サービス
プ ダ

データ
プロバイダ ②取得(XMLで)

プロバイダプロバイダ ②取得(XMLで)

HTTPで情報のやり取りを行う。
要求

-http://xx.xxxx.ac.jp/xxx?verb=xxx
-Verb引数が要求する命令を表す（6種類）

赤字部分を
「ベースＵＲＬ」と言います

Verb引数が要求する命令を表す（6種類）

取得
-サーバ（リポジトリ）はXMLを返信

コンテンツ本体（本文PDF）はやりとりしないコンテンツ本体（本文PDF）はやりとりしない。
-コンテンツの在りか（URL）や書誌情報などをやりとりする。



つまりつまり

• 機関リポジトリに搭載されている文献データを
他のサービスが（勝手に）持って行って（刈り他のサ が（勝手 ）持 て行 て（刈り
取って）くれて，サービスしてくれる。

例えば
JAIRO

「ハーベスティング」といいます

自分たちからデ タを送付する必要がない

JAIRO

• 自分たちからデータを送付する必要がない。

• 変更，削除記録も考慮してくれる。変更，削除記録 考慮し 。



コマンドとパラメタコマンドとパラメタ
Verb 説明 指定可能パラメタ

Id tif どんなリポジトリですか？Identify どんなリポジトリですか？

ListMetadataFormats どんな形式でデータを出力できますか？ i

ListSets どんな集合がありますか？ rListSets どんな集合がありますか？ r

GetRecord データを1つください m, i

ListIdentifiers IDリストをください m, s, f, u, r

ListRecords データを全部ください m, s, f, u, r

パラメタ 説明パラメタ 説明

metadataPrefix このデータ形式で

set この集合のデータを

from この日時のデータから

until この日時のデータまで

identifier このIDのデータを

resumptionToken 次項のデータを 本表はOAI‐PMHの仕様書に加え以下を参考に作成
http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/drf/repository.html



要求URL（コマンド）例要求URL（コマンド）例

http://eprints lib hokudai ac jp/dspace-http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace
oai/request?

b Li tR d レコードの一覧をくださいverb=ListRecords

&metadataPrefix=junii2

レコ ドの 覧をください

j

&from=2009-04-01
junii2形式で

2009年4月1日から4月30日までに追加さ
&until=2009-04-30

& t hdl 2115 20046

2009年4月1日から4月30日までに追加さ
れた（もしくは変更された）

&set=hdl_2115_20046
集合が[hdl_2115_20046]（内実は農

学部の雑誌論文）の



実際にはどうなるのか？実際にはどうなるのか？

JAIROがハー

ベスティング
（週1回）リポジトリに

登録

（週1回）

自動的にCiNiiに反映

OAI‐PMH

CiNiiからも検索可能に！CiNiiからも検索可能に！
（本文（リポジトリ）へのリンク付）



２．メタデータ設計



機関リポジトリのメタデータ機関リポジトリのメタデータ

デジタルコンテンツの多面的な特性を記述するものデジタルコンテンツの多面的な特性を記述するもの

メタデータ構成 記述する情報

記述メタデータ 目録に相当する書誌情報

技術メタデータ
保存されているコンテンツを再生するために必
な技術情報

技術メタデ タ
要な技術情報

権利メタデータ
コンテンツの利用について規定する情報。利
用者の義務や禁止・許可・制限事項等用者の義務や禁止 許可 制限事項等

保存メタデータ
コンテンツの作成履歴，資料を受け入れた日
付等の情報

管理メタデータ
コンテンツ収集・作成過程やコンテンツとメタ
データの登録・更新情報

本表は以下を元に作成
http://www.ndl.go.jp/jp/standards/da/index.html
http://www.ndl.go.jp/jp/standards/da/da.pdf
http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/drf/repository.html



機関リポジトリのメタデータ機関リポジトリのメタデータ

おおきく２つの用途に分けられます

• システム内部で使用するメタ
データ（内部メタデータ）

• 外部に提供するメタデータ外部に提供するメタデ タ
– OAI-PMH（等）で外部に提供するメタデータ



内部メタデータ
•自分たちがリポジトリに登録する（した）メタデータや，システムが自
動的に付与した登録日などのメタデータ。動的に付与した登録日などのメタデ タ。
•通常リポジトリ内のデータベースに登録される。



外部への提供メタデータ外部への提供メタデータ
•内部メタデータから提供先に合わせた形式に変換して出力。内部メタデ タから提供先に合わせた形式に変換して出力。
•OAI-PMHではXMLを出力。
•データ取得要求がくる度に変換プログラムが動いて出力する。



用途による２つのメタデータを設計
する際の考え方

世界標準は顧慮せず，世界標準は顧慮せず，
なおかつ 顧慮するなおかつ，顧慮する



世界標準は顧慮せず なおかつ 顧慮する？世界標準は顧慮せず、なおかつ、顧慮する？

• 内部メタデ タ設計は自由に！• 内部メタデータ設計は自由に！

– 内部で文献を管理するための情報やリポジトリシ
ス ム上で見せた 項目を保持！ステム上で見せたい項目を保持！

– ハーベスティングしてほしいサービスに対応できる
情報を保持！

• 外部へのデータ提供は標準準拠で！外部へのデ タ提供は標準準拠で！

– OAI-PMH（等）で外部へデータ提供するためのメタ
デ タは標準準拠で！データは標準準拠で！

– サービスプロバイダによっていろいろな形式（メタ
デ タフ ト）の出力が求められるデータフォーマット）の出力が求められる。

• junii2，OAI_DC，MTD-MS…



2-1．内部メタデータ設計



内部メタデータ（自由に！）内部メタデータ（自由に！）

• 機関リポジトリは扱うコンテンツが多様なこと
もあり，メタデータ項目，記述方法について，もあり， タデ タ項目，記述方法 て，
NACSIS-CATのコーディングマニュアルのよう
な統一的規範は存在しないな統 的規範は存在しない。

• 設計は自分でしなくてはならない。

• ではどうするか？• ではどうするか？



内部メタデータ（設計考慮点）内部メタデータ（設計考慮点）

1. どのようなメタデータフォーマットでデータ
を外部に提供するのかをあらかじめ想を外部に提供するのかをあらかじめ想
定し，

2. リポジトリ内部で保持する内部メタデー
タを資料種別ごとに明確に決定するこタを資料種別ごとに明確に決定するこ
とが重要

3. 必要な情報を不足なく定義すること

以下を参考にした
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&refer=DRF‐Ookayama&openfile=020909_05_handout.pdf



資料種別ごとに必要項目を考えてみる資料種別ごとに必要項目を考えてみる

部 タデ タ 様 なタ 雑 紀 学 学 教内部メタデータ項目は様々なタイ
プの資料の最小公倍数で

雑 紀 学 学 教

誌 要 会 位 材

タイトル ● ● ● ● ●

著者 ● ● ● ● ●著者 ● ● ● ● ●

抄録 ● ● ●

著者キ ワ ド ● ●著者キーワード ● ●

学位授与機関・学位の種類 ●

掲載誌情報 ● ●

発表学会・開催地・開催年 ●junii2形式に対応し発表 開催 開催年

授業年度・講義科目名 ●

junii2形式に対応し

たいので分割して保
持しなくちゃ



例えば学位論文
例えば

例えば学位論文 HUSCAPでは

学位授与機関・学位
の種類を内部で保持
したかったので追加



例えば雑誌論文
例えば

例えば雑誌論文 HUSCAPでは

JAIROにデータ提
供したいので掲載
誌情報は分割して
保持するように項

目追加目追加。
（junii2形式で外部
にデータ提供した

いので）いので）



例えば作業管理メタ
例えば

例えば作業管理メタ HUSCAPでは

作業管理情報作業管理情報
もメタデータと

して保持



内部メタデータの記述内部メタデータの記述

• 記述方法（書誌部分）についても，やっぱり統
一的規範は存在しない。的規範は存在しな 。

「学術 ンテンツ登録システム の「II デ タ• 「学術コンテンツ登録システム 」 の「II. データ
記述マニュアル」を参考にしている機関も。

– http://www.nii.ac.jp/nels/man/index.html

「タイトルにルビが入っている場合はどうやって入力すれば？」
などなど記述方法についての疑問



2-2. 外部へのデータ提供設計



外部へのデータ提供用メタデータ外部へのデ タ提供用メタデ タ
（標準準拠で！）

• データ提供のためのメターデータにはフォー
マットごとに記述仕様がある。（サービスプロバイダ

は，複数リポジトリからデータを集めてそれを元にサービスする
ため）

メタデータフォーマット 使用サービス等メタデ タフォ マット 使用サ ビス等

OAI DC（シンプルダブリンコア）
OAI-PMHで必須。OAIster等
で使用

OAI_DC（シンプルダブリンコア）
で使用

junii2 JAIROで使用j

ETD-MS 学位論文用。NDLTDで使用



外部へのデータ提供用メタデータ外部へのデ タ提供用メタデ タ

• それぞれのフォーマットで出力するためにフォーそれぞれのフォ マットで出力するためにフォ
マットごとに「内部メタデータ」→「外部に提供
するメタデータ」への変換プログラムが必要するメタデータ」への変換プログラムが必要

「クロスウォーク」といいます

各フォ マットの記述方法はメタデ タスキ

クロスウォ ク」といいます。

• 各フォーマットの記述方法はメタデータスキー
マで表現されている。



各メタデータスキーマと参考ページ各メタデ タスキ マと参考ペ ジ

• OAI_DC
- http://www.openarchives.org/OAI/2.0/oai_dc.xsd

- http://dublincore.org/documents/dces/

j ii2• junii2
- http://irdb.nii.ac.jp/oai/junii2.xsd

- http://www nii ac jp/irp/archive/system/junii2 html- http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/junii2.html

• ETD-MS• ETD MS
- http://www.ndltd.org/standards/metadata/etdms/1.0/etdms.xsd/view

- http://www.ndltd.org/standards/metadata/etd-ms-v1.00-rev2.html



クロスウォーク（crosswalk）クロスウォ ク（crosswalk）

HUSCAPの例



dc:title

dc:creator

OAI_DC（シンプル
ダブリンコア）

dc:description

dc:subject

ダ リン ア）

内部メタデ タ
j

dc:title

ETD‐MS内部メタデータ

タイトル

著者

dc:creator

dc:description

junii2:title

junii2:creator

職員番号

抄録

著者キ ワ ド

dc:description

thesis:degree.name
thesis:degree level

junii2:description

junii2:subject

著者キーワード

学位授与機関・学位の種類

掲載誌情報

thesis:degree.level
thesis:degree.discipline
thesis:degree.grantor

junii2:issn, junii2:jtitle
junii2:volume, junii2.issue
ほか

発表学会・開催地・開催年

授業年度・講義科目名

ほか

junii2



まとめ



再びイメージ再びイメージ外部データ提供
用メタデータは標

準仕様で！
OAI-PMH
(junii2)

準仕様で！
（きとんと出力しないとそも
そも収録されないかも。）

クロスウォーク
設定

機関
リポジトリ

OAI-PMH
(oai_dc)

設定

リポジトリ

OAI-PMH
(ETD-MS)

内部メタデータ
は自由に！
不足なく！不足なく！



内部メタデータ設計とクロスウォーク設
定はとっても大変そう？

• まずはいろいろリポジトリに入力，登録してみ
て，OAI-PMHの各フォーマットでどのように出て， の各フォ ットでどのよう 出
力されるか確認してみる。
– http://XXX.ac.jp/verb?XXXXX&metadataPrefix=oai dc&...http //XXX.ac.jp/verb?XXXXX&metadataPrefix oai_dc&...

– http://XXX.ac.jp/verb?XXXXX&metadataPrefix=junii2&...

• 必要があれば調整すればよい必要があれば調整すればよい
参考になるサイト等

IRDBハ ベスタ機能実装仕様(j ii2)IRDBハーベスタ機能実装仕様(junii2)
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html

DRIVERガイドライン(oai_dc)
http://drf lib hokudai ac jp/drf/index php?techhttp://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?tech

DRF-ML上での議論(oai_dc)
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/cgi-bin/namazu.cgi?query=oai_dc&submit=Search



業者に発注する場合業者に発注する場合

• OAI-PMHの知識もあるかどうかも確認したほ
うがよいと思います。うがよ と思 ます。

導入時には 内部メタデ タ項目のカスタ イ• 導入時には，内部メタデータ項目のカスタマイ
ズだけではなく，最低限OAI_DC，junii2のクロ
スウォーク設定まで盛り込むことが重要と思い
ます。ます。



サ ビスプ バイダにはどうや て ベステ ンサービスプロバイダにはどうやってハーベスティン
グしてもらえばいいの？

明日の「機関リポジトリの公明日の 機関リポジトリの公
開」講義のお楽しみ！」 義 楽



終わり終わり

世界中からアクセスされやすい

リポジトリをみんなで考えていきましょう！リポジトリをみんなで考えていきましょう！
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